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営業外費用の発生ならびに第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ

平成 28 年 5 月 13 日に公表いたしました平成 29 年 3 月期の第２四半期累計期間（平成 28 年 4 月 1 日～平成

28 年 9 月 30 日）の業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じるとともに営業外費用を計上することになりました

ので下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．平成 29 年 3 月期 第 2 四半期累計期間 連結業績予想値と実績値との差異

（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日） 

    （単位：百万円、％）     

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社に帰属する

四 半 期 純 利 益

1株当たり四半期純利益

前回発表予想（Ａ）

７，０００ ８５ ６０ ３５

円  銭

３．４８

今回実績値（Ｂ） ６，６９１ １５０ ６３ １７ １．７１

増減額（Ｂ－Ａ） △３０９ ６５ ３ △１８    ― 

増 減 率 △４．４ ７６．５ ５．０ △５１．４    ― 

（ご参考）前期第 2 四半期実績

（平成 28年 3月期第２四半期）

６，９１１ ６ １１ △２５ △２．５６

差異が生じた理由

    平成 29 年 3 月期第２四半期連結累計期間の売上高は、物流機器関連は順調に推移し予想額より増

加しましたが合成樹脂関連は、円高の影響もあり、66 億 91 百万円となりました。利益面では原価低

減、経費削減に取り組み、営業利益、経常利益は予想を上回りましたが、親会社株主に帰属する四半

期純利益は予想を下回りました。

２．営業外費用（為替差損）の計上について

海外子会社に対する外貨の 9 月末債権（未収入金等）が前期末に比べ円高になったことと、フィリ

ピンにおいて子会社取引通貨（米ドル）のペソ高の影響により、為替差損６１百万円を計上すること

になりました。

※ 通期業績予想につきましては前回の予想から変更はありません。変更すべき重要な事項が発生した

場合は適時公表いたします。

 以上


